
山
宮
岡
論
議
要
を
議
み
て

二
ぺ
〕
六

を
垂
れ
た
b
し
以
后
に
於
て
、

「
安
心
」
を
執
筆
致
候
事
と
て
、
決
し

τ山
川
氏
と
会
同
な
る
答
無
之
正
確
信
龍
在

候
。
右
御
諒
承
賜
・
9
度
、
何
れ
委
曲
別
の
機
舎
を
期
し
度
と
存
候
。
不
宣
。

「
柊
」

安

闘

論

議

要

を？

議
み
／

て
i::r 

f可

回

悪

忍、

拝
呈
、
昨
日
は
高
著
立
正
安
閑
論
議
要
一
部
恵
寄
難
有
罪
受
任
候
。
諸
大
家
の
序
文
、
題
僻
等
錦
上
花
を
添
へ
し
編

輯
者
宮
原
氏
の
丹
誠
も
赤
令
と
紅
葉
の
タ
築
え
の
如
く
か
y
ゃ
く
も
う
れ
し
く
‘
装
頑
の
美
、
印
刷
の
鮮
明
、
活
字
の

大
3
3、
凡
て
に
於
て
第
一
印
象
頗
る
宜
敷
、
宗
門
近
時
の
出
版
物
中
最
も
出
色
の
も
の
と
存
候
。
先
生
の
こ
れ
ま
で

の
著
書
中
で
も
最
第
一
正
存
候
。
手
に
す
る
と
同
時
に
直
ち
に
護
書
欲
に
そ
、
ら
れ
、
先
づ
田
中
居
土
日
下
の
序
文
よ

り
相
初
め
候
、
さ
す
が
に
丈
九
ゅ
で
は
居
士
の
文
白
眉
と
存
じ
。
唯
佐
藤
持
軍
の
序
文
に
於
て
先
生
に
期
待
す
る
所
の
多

大
な
る
も
の
あ
る
や
に
相
戚
申
候
。
品
川
騨
頭
で
は
序
文
だ
け
見
終
b
、

一
先
づ
カ
バ
シ
に
入
れ
午
前
十
一
時
廿
七
分



に
乗
b
、
擁
て
高
著
を
取
b

m
し
て
車
上
幾
山
河
の
秋
色
風
煙
を
僻
観
し
っ
、
心
眼
は
毎
に
愛
護
書
に
注
が
れ
て
、

っ
か
湘
南
を
過
ぎ
て
箱
根
を
〈
「
b
招
津
に
出
て
鈴
川
に
達
す
る
以
前
す
で
に
道
元
調
時
頼
の
謹
ま
で
讃
遁
致
候
。
寺

房
に
入
・
9
し
後
も
昨
夜
よ
b
今
日
午
后
二
時
ま
で
に
本
講
全
部
二
三
二
頁
ま
で
讃
了
仕
候
。
興
味
と
し
て
は
乙
の
際
金

部
を
遁
讃
過
致
度
候
へ
共
、
大
林
閣
ょ
・
9
撰
時
紗
講
義
績
稿
の
督
促
甚
だ
念
な
る
も
の
ゐ
b
、
鋳
め
に
高
著
拝
請
は
一

往
乙
、
、
に
て
中
止
せ
ぎ
る
を
得
子
、
何
れ
拙
稿
完
了
の
上
更
に
完
護
相
期
す
ぺ
く
と
不
取
敢
序
議
、
本
講
の
讃
除
戚

r

げ
申
上
候
。
小
生
の
こ
の
書
に
於
て
特
に
戚
じ
た
る
は
宗
皐
的
集
塊
の
横
溢
と
い
ふ
こ
ご
に
候
。
こ
れ
は
先
生
の
生
涯

を
通
じ
て
敬
場
に
丈
富
民
行
住
坐
臥
随
慮
に
之
を
威
得
し
得
る
に
候
へ
共
、
特
日
と
の
書
に
於
て
毎
紙
そ
れ
の
流
露
横

溢
を
見
る
次
第
に
候
。
先
師
先
哲
に
は
之
あ
ら
ん
も
現
代
宗
皐
者
中
、
巧
縦
は
則
ち
あ
ら
ん
、
簡
潔
は
則
も
あ
ら
ん
、

博
覧
は
則
も
あ
－
h
ん
．
而
も
こ
の
宗
皐
的
集
塊
に
於
て
何
人
か
よ
〈
吾
古
梅
先
生
の
議
郁
清
香
代
建
随
し
得
る
も
の

ぞ
。
乙
の
点
に
於
て
よ
〈
再
び
0
0
0
た
ら
ず
と
も
、

0
0
0
0た
ら
予
と
も
、
現
嘗
を
遁
じ
て
先
生
の
偵
値
は
夙
に

定
b
居
る
と
存
候
。
韓
愈
の
李
杜
光
焔
高
丈
長
き
も
の
吾
古
梅
先
生
の
宗
皐
的
気
塊
に
比
す
べ
し
と
存
候
。
と
の
上
は

何
卒
宗
義
の
生
粋
た
る
関
本
雨
紗
を
筆
越
し
て
先
生
の
乙
の
積
値
を
増
輝
せ
ら
れ
度
切
望
に
不
堪
候
。

次
に
先
生
の
皐
聞
に
劃
す
る
異
卒
の
態
度
は
復
后
生
を
し
て
礎
奮
措
か
ざ
ら
し
め
、
貨
に
狩
〈
且
有
b
難
き
極
み
と

存
候
。

安
例
論
議
要
を
誠
み
て

ニ
O
七



安
岡
論
議
要
を
読
み
て

二、
J

八

第
三
に
文
章
の
切
れ
が
よ
〈
て
い
か
に
も
糟
飲
の
下
る
気
五
万
に
候
。
日
疋
れ
漢
詩
文
の
造
詣
深
き
に
依
る
。
皐
問
文
市

双
全
の
串
匠
た
る
（
事
者
の
人
格
は
皐
問
文
章
が
そ
の
基
本
也
）
宗
門
貨
に
巴
雷
先
生
と
吾
古
梅
先
生
あ
る
の
み
。
吾

人
貴
信
す
る
者
あ
ら
ん
や
、
真
砂
－
異
と
語
る
は
慢
に
あ
ら
予
抽
出
に
あ
ら

F
る
也
。
由
来
講
義
の
筆
記
は
J

舌
E
P
D
を
常

と
す
、
然
る
に
今
の
文
は
講
義
の
筆
記
に
飴
程
手
揮
を
加
へ
ら
れ
し
も
の
か
、
文
が
締
っ
て
ゐ
て
宛
然
筆
越
の
文
の
如

く
、
而
も
講
義
風
格
が
ゐ
b
／
＼
と
浮
ぴ
出
て
、
扱
へ
る
敬
義
の
叙
越
が
艶
他
的
に
活
き
／
＼
h

致
居
候
口
之
を
と
そ
霊

活
の
妙
味
と
い
は
ず
し
て
は
た
何
ぞ
や
と
存
候
。
特
に
時
々
、
廃
品
Y

に
織
h
込
ま
れ
た
る
掃
話
が
い
か
に
も
古
梅
式
で

あ
る
遁
が
面
白
く
、
そ
の
奥
津
吟
、
加
治
氏
追
回
詩
等
漢
詩
を
三
四
慮
捕
入
さ
れ
し
は
恰
も
造
庭
に
嘗
’
p
岩
の
根
に
植

え
ら
れ
た
る
根
締
の
如
き
妙
趣
あ
b
℃
到
底
他
人
の
追
随
を
許
き
立
る
所
長
成
歎
罷
在
・
候
。
総
じ
て
今
度
の
著
は
若
き

串
徒
が
よ
b
介
っ
て
曾
譲
し
て
味
ふ
に
最
も
趨
せ
与
と
存
候
。

若
夫
れ
敬
義
面
に
於
て
出
家
殺
願
の
法
闘
の
二
大
疑
問
を
立
教
開
宗
の
二
大
規
模
法
闘
に
交
渉
せ
し
め
た
る
、
道
元

封
時
開
制
‘
明
慧
劃
泰
時
と
、
上
人
封
北
保
氏
と
の
比
較
の
あ
た
b
岡
柱
曾
方
面
よ

b
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
し
遁
も
有
之
ぺ

〈
ご
は
存
候
へ
共
、

叉
先
生
の
濁
特
を
見
る
べ
き
点
大
に
有
之
、
特
に
三
災
七
難
を
超
科
事
的
信
仰
の
立
場
よ
b
見
る

ぺ
く
、
宇
宙
一
大
同
悌
視
を
展
開
せ
る
あ
た

b
最
も
得
意
中
の
得
意
・
な
る
ぺ
〈
、
さ
す
が
に
深
し
と
も
遼
し
と
存
じ
候

惟
う
に
近
時
刊
行
せ
る
安
岡
論
講
義
中
の
白
眉
な
る
ぺ
〈
候
欺
。



数
義
上
の
重
要
面
と
し
て
開
目
紗
を
妙
解
円
、
木
唯
紗
を
妙
行
門
、
安
岡
論
L
T
｝
安
心
門
ご
す
る
児
方
あ
る
や
に
存
居
候

が
、
そ
れ
ら
の
謹
如
何
扱
は
れ
居
候
や
、
或
は
今
后
に
出
来
る
に
候
か
ロ
向
申
上
度
事
多
々
有
之
候
へ
共
自
家
の
筆
越

に
お
は
れ
て
心
落
っ
か
ず
、
何
れ
目
前
讃
、
再
護
の
上
更
に
申
上
度
と
存
候
へ
共
本
日
は
乙
れ
に

τ惜
し
ら
c

筆
ヤ
・
捌
き
可

申
候乙

れ
ま
で
の
高
著
天
台
日
運
針
照
論
述
法
華
経
要
義
、
本
門
本
命
論
の
内
容
充
貨
は
勿
論
に
候
へ
共
、
著
述
の
体
を
得

た
る
は
、
今
次
の
も
の
最
も
縛
れ
第
一
・
と
存
候
が
如
何
に
候
哉
。
ほ
ん
の
粗
雑
な
る
議
余
戚
の
み
如
斯
奉
得
賞
意
候

敬

具

立
正
安
園
論
講
要
苅
行
の
翌
日

芙
拙
作
山
房

高

回

恵

沼、

清

フ'K

青E

山

先
生

侍
史

安
岡
論
議
要
を
穣
み
て

二
O
九


